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胸廓成形術 と峯洞直達療法 との複合術式の提唱
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昭和18年):L陣,我 々は79名の肺緒核患者に空洞切開術を机 ､,昭和26年 2月･以産では更に26名の慮射 て空洞 (3Lは

糖核膜)削除衡をも行った｡殊に両者を合せた105例中,65例では ストレプ トマイシンやベニン.)ンの使朋 Fに,我 々

が案出した｢胸廓成形術とそれ等空洞直達療法との同時的複合術式｣を施行 して哀効果を柑た｡個々の手術 々式や遮雁

蛙に裁ては屡次報償 してい る通 りであるが,今Ll次々は個 々の症例を独立的侵襲 としての胸廓成形術の揚合に比較検

討 した帝果,本法によって成形術の有する諮欠点を補填 し,その手術 目的を徹底せ しめ持 る可能性ある革を知った｡

以下我 々の考え方の由って凍る処を仝症例 105例中,同時的複合術式を行った65例,殊にその中術後 6ケ月以上を

経過 した46例に裁て説明する0

1)胸廓成形術と空洞直違療法との同時的複合術式を行った46例中'所謂死角内空洞,破牝性空洞乃至轄核膜又は

五大空洞等があって,成形術のみでは目的を達 し難い と思われるものが30例あるが,その中,26例では成形街と空洞

切開術叉は空洞乃至帝核膜別除術との複合術式によって目的が達せ られてお り,F葉空洞や F葉の帯核腰で成形術で

は目的を達 し洗いと思われるもの4例LIl,3例では同じく成形術と空洞切開術又は空洞乃至帯核腔別除術 との複合術

式tJTLよって 目的が達せ られてい るo又凌余の12例は成形術のみでも目的を達 し得 るかと思われるものであるが,rれ

隼の例でも仝例に目的が達せ られてい る｡

?)又以上の46例中,一膳手術 目的を達 し得た41例では'手術部LJて相当して レ線的に著明な療痕収縮像が認められ

るものが多 く,空洞内容物や被包乾酪巣が体外に排除乃至削除されてい る事実と粕侠って,主病鹿部の疲痕性治癒に

向いつ ゝある事が示されてい る0

3)叉我 々の例では,肋骨切除数は46例中'3本7イ恥 4本15例'5本16例'6本 4例'7本 4例で'切除肋骨の長

さも後肢寓線乃至中紋寓線までのものが最も多 く'肋骨切除範囲が同じ病展に対 して成形術のみを行 う場合の夫れに

比べて温かに狭少である関係上'胸廓の変形度 も亦 これに比例 して軽度な場合が少くないo

以上で分 る枚 L,{,胸廓成形術と空洞直達療法との複合術式を磨用する事によって,成形術の欠点を補填.し,その手

術 目的を徹底せ しめ得 る場合が少な くないから,本術式は今後肺解核外科の進むべき一方向を示唆するものと考えら

れ,こ ゝに本法の研究の必要性を提唱する三次算である｡

遠隔成績は末だ不ujjであるが,本法は抗生物質や化学療法剤の登湯によって始めて可能となった手術々式であるか

ら,今後化学療法の進歩発達に伴い,その逸磨範囲は次第に拡張されるものと予想されるO

〔附 記〕 我 々は第 4回El本胸部明科学会 (Hli･26･10)の席上,昭和26年9月末現在量短 3ケ月以上最長 8ヶ年

を鮭過した47例の空洞切開例LJ{裁て朝一暫し,これを ｢瀬療｣第33番,第12号 (昭.26.12)に原著として発表 している

が,今k,T取扱った 105症例中の空洞切開例79例はこれに10月以降の手術例と従前の報-'Bでは取扱わなかった宇多野療ノ

盤所.及び千石嘉での我々関係の手術例とを新たに加えたものである●


